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1-4-2. サプライチェーンマネジメントの変革  

























の背景とともに変化を遂げている。時代は、1950 年代から 1970 年代にかけて


























1908 年に発売された「T 型フォード」は 850 ドルの価格で売り出され、他社
の 2,000 ドルと比較しても半額以下であった。その 5 年後には、価格をアメリ










































































































































































































































































































































サービスを提供するなど、One to One によるきめ細かい対応により、業績を伸









を買収したが、すぐに売却している。当時、米国巨大企業 GE の元 CEO であ
るジャックウェルチは、ナンバーワン、ナンバーツー戦略により、シェア 1 位























































獲得することを促した。POS（Point of Sales）、EDI（Electronic Data 



























































1-5. マーケティングミックス 4P 
ポジショニングで明確にした商品、サービスの強みを効果的、かつ、効率的





















































































































































































































































でも Web サイトを通して自由に情報を発信できるようになった。1 年間に流れ
る情報量は、これまで人類が書いた書籍の 300 万倍を超えたという説もあり、













































ようになった。ガートナーによれば、「2014 年までにグローバル 2000 企業の
70%が少なくとも 1 つ、ゲーミフィケーションに関する取組みを実施する」5)
という。また、2013 年以降のテクノロジーにおける重大な展望の 1 つとして






























































2-6. ショールーミングとウェブルーミングの融合による新たな O2O 概念 

































































































3) Wikipedia’Expectation Confirmation theory’を参照 





6) ガートナージャパン株式会社プレスリリース「Gartner Predicts 2013」を参照 
7)	 ネット・プロモーター・スコアとは、フレッド・ライクヘルドが提唱した、顧客
ロイヤリティ、顧客の継続利用意向を知るための指標をいう。 























セ．Wikipedia’ Expectation Confirmation theory’ 















ト．米国調査会社ギャラップ「Guide to Customer Centricity」， 
http://www.gallup.com/services/187877/b2b-report-2016.aspx，平成 28 年 6 月
現在． 
